
鷹町のシンボル
雄飛像の解体に伴い供養祭が行われました白
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Ｇ
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Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　
 

等
に
よ
る
個
別
最
適
な
学

　

  
び
の
充
実
に
つ
い
て

　

新
時
代
を
担
う
人
材
教
育
や
、

児
童
生
徒
一
人
一
人
に
応
じ
た
個

別
最
適
化
し
た
学
習
を
早
期
に
実

現
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
次
世
代
型
の
教
育
展
開
へ
の
財

政
支
援
の
拡
充
、
学
習
指
導
員
等

の
各
学
校
へ
の
配
置
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
専
門
家
の
計
画

的
配
置
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

 

県
立
荒
砥
高
等
学
校
魅
力

　

 

化
計
画
の
推
進
に
対
す
る

　

  

支
援
に
つ
い
て

　

本
町
唯
一
の
県
立
高
等
学
校

で
あ
る
荒
砥
高
校
に
つ
い
て
、
地

域
に
根
差
し
た
小
規
模
校
と
し

て
、
引
き
続
き
、
地
域
性
豊
か
で

特
色
あ
る
学
校
運
営
が
実
施
な
さ

れ
る
よ
う
、
荒
砥
高
校
魅
力
化
計

画
の
推
進
に
必
要
と
な
る
専
門
家

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
係
る
支

援
、
情
報
提
供
、
助
言
等
を
要
望

す
る
も
の
で
す
。
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域公共交通
白鷹町循環バスの運行実証実験が開始されました地

　旧庁舎前に設置され、白鷹町のシンボルとし

て町民の方々に親しまれてきた雄飛像が、脚部

の損傷等を理由に解体されることとなり、６月

29 日に供養祭が執り行われました。　

　供養祭はこれまでの長い間、白鷹町と町民を

見守ってくれた雄飛像に感謝と敬意を込め行わ

れたもので、解体後も天高くより町民の幸せを

見守ってくれるよう、参列者全員で祈りを込め

手を合わせました。

　７月１日より白鷹町循環バスの運行実証実験

が始まりました。荒砥地区と鮎貝地区を結び、

停留所には町立病院、ショッピングセンタース

ピカ、銀行、コンビニなどが設定されていま

す。また、料金も利用区間に関係なく 100円で、

誰でも乗車が可能です。今後の地域公共交通の

利便性の向上が期待される実証実験で、期間は

10 月 29 日までとなっています。

　 広報しらたか   2021. 77



の
形
成
に
向
け
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の

確
保
・
育
成
、
推
進
の
た
め
の
環
境

整
備
へ
の
支
援
、
通
信
事
業
者
が
実

施
す
る
５
Ｇ
エ
リ
ア
拡
大
、
低
廉
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
促
進
の
働
き
か
け

を
要
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す
る
も
の
で
す
。
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す
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を
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も
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保
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実
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財
政
力
の
弱
い
過
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団
体
で
あ
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本
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が
、
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域
の
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を
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し
た
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力
あ
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ま
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て
い
く
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め
に
、
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方
交
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税

の
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い
て
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す
る
も
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支
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に
つ
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て

　

自
家
用
車
な
ど
の
交
通
手
段
を

持
た
な
い
方
の
生
活
交
通
の
確

保
・
充
実
の
た
め
、
デ
マ
ン
ド
交

通
や
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
へ
の
財
政

支
援
な
ど
を
要
望
す
る
も
の
で

す
。
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要
額
確
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に
つ
い
て

　

和４年度
白鷹町重要事業要望令

　白鷹町では、新たな町の将来像「人、そして地域がつなが
り　輝き続ける　潤いのまち」を実現するためのまちづくり
を進めています。希望にあふれ、町民ひとりひとりが生き生
きと活躍し輝く、未来につながる町を目指すため、来年度の
重要事業として次の項目を国や県に対し要望していきます。

　

過
疎
団
体
で
あ
る
本
町
が
、
将

来
に
わ
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り
安
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し
て
暮
ら
す
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と
が
で
き
る
地
域
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会
の
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現
を

図
る
た
め
、
そ
の
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と
な
る
過

疎
対
策
事
業
債
に
つ
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、
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要
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の
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を
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す
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の
で
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め
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発
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自
然
災
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対
応
な
ど
、
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域
防
災
に
と
っ
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重
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な
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を

果
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す
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防
団
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の
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、
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災
力
の
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実
・
強
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期
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見
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症
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と
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経
済
活
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回
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政
支
援
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感
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症
対
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係
る
医
療
機
関
へ
の
支
援
に
つ

い
て
要
望
す
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政
府
の
進
め
る
２
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５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

の
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
の
た
め
の
各
施
策
の
拡
充
・

充
実
、
政
府
が
行
う
グ
リ
ー
ン
社

会
実
現
に
資
す
る
技
術
開
発
、
社

会
実
装
の
加
速
化
の
働
き
か
け
を

要
望
す
る
も
の
で
す
。

   　 

木
材
の
安
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供
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築
す
る
た
め
の
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援
の
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化
に
つ
い
て

　

今
後
も
町
産
材
の
利
用
拡
大
を

進
め
て
い
く
た
め
、
間
伐
や
路
網

の
整
備
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導

入
等
へ
の
支
援
、
都
市
部
で
の
県

産
木
材
の
需
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の
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け
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取
組
の
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に
つ
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て
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す
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。
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。
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支
援
の
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霞
城
学
園
高
校
技
能
連
携
校
と

し
て
高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
、
県
か
ら
も
補

助
金
交
付
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

近
年
は
町
外
の
入
学
者
も
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら

な
る
財
政
支
援
に
つ
い
て
要
望
す

る
も
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で
す
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全
般
に
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け
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に
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応
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、
誰
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加

で
き
、
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性
あ
る
デ
ジ
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ル
社
会
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山
形
市
へ
の
通
勤
や
通
学
、
買

い
物
な
ど
生
活
全
般
に
お
い
て
不

可
欠
な
路
線
で
あ
る
一
般
国
道

３
４
８
号
に
つ
い
て
、
利
用
者
や

近
隣
住
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

し
、地
域
生
活
圏
の
発
展
の
た
め
、

高
規
格
化
に
よ
る
再
整
備
を
要
望

す
る
も
の
で
す
。
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道
路
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推
進
に

　

 

つ
い
て

　

白
鷹
大
橋
が
開
通
し
た
長
井
白

鷹
線
に
つ
い
て
、
荒
砥
橋
工
区
以

東
〜
白
鷹
町
役
場
前
区
間
の
道
路

改
良
の
早
期
着
手
、
無
歩
道
区
間

に
対
す
る
歩
道
の
設
置
に
つ
い
て

要
望
す
る
も
の
で
す
。
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の
整
備
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に
つ
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道
路
幅
が
狭
く
、
一
部
は
歩
道

が
未
整
備
で
あ
る
同
区
間
に
つ
い

て
、
早
期
の
改
修
を
要
望
す
る
も

の
で
す
。

　

 

長
井
〜
白
鷹
間
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廻
り

　

 

幹
線
道
路
整
備
の
早
期
着

　

  

工
に
つ
い
て

　

国
道
２
８
７
号
を
補
完
す
る

長
井
〜
白
鷹
間
の
西
廻
り
幹
線
道

路
整
備
の
早
期
着
工
に
つ
い
て
要

望
す
る
も
の
で
す
。
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